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３．ジフェニルアルシン酸の分析結果 

１）Ａ井戸近傍について（Ａ地区） 

①春季ＤＰＡＡ汚染状況（図－１２） 

Ａ井戸付近で最も高濃度を示したのは、前回同様、A井戸の南東 10mにあるNo.37の深度 30mで、

21.0mg-As/L（前回 28.0 mg-As/L）であり、次いで、No.37 の直近にある No.71 の深度 30ｍで

11.0mg-As/L（前回 18.0mg-As/L ）である。いずれも前回より濃度は低下している傾向にある。No.37
および B-1 井戸を含む A 井戸の南東 10m 付近は、低下傾向にあるものの今回も総じて濃度が高い。 
前回高濃度を示した B-1 井戸の南約 7ｍの No.68 の深度 30ｍは、4.3mg-As/L と前回 15.0mg-As/L

と比較して今回は濃度が低下している。一方、A 井戸から南に約 25ｍの No.42 の深度 30ｍでは

2.0mg-As/L（前回 0.21mg-As/L）とやや高濃度を示し、さらにその南である、グランドの南東側の

No29 の深度 30ｍで、初めて 0.013mg-As/L が検出された。グランド南西角の No.28 は ND であっ

た。 
  

②夏季ＤＰＡＡ汚染状況（図-１３） 

夏季で最も高濃度を示したのは A 井戸直近にある No.34 の深度 30ｍで、14.0mg-As/L（前回

5.7mg-As/L）である。次いで、A 井戸の南西 10ｍにある No.39 の深度 30ｍで 13.0mg-As/L（前回

8.4mg-As/L）である。 
前回最も高濃度を示した No.37 や No.71、B-1 井戸の深度 30ｍでは、No.37 で前回 21.0mg-As/L あ

ったものが 6.7mg-As/L に、No.71 が 4.6 mg-As/L（前回 11.0mg-As/L）に低下している。B-1 井戸

では 9.3mg-As/L（前回 9.4mg-As/L）である。 
さらに、グランド南東角の No.29 の深度 30ｍでは 0.013 から 0.037 mg-As/L となり、グランド南

西角の No.28 では今回は深度 10m、20ｍ、30ｍでそれぞれ 0.075、0.082、0.11mg-As/L の DPAA
が初めて検出され、A 井戸の南側でも汚染が広がっていることが確認された。 

 
③ＤＰＡＡ濃度変化（図－１４） 

A 井戸から南西に約 10ｍ離れた No.39 の深度 30ｍは 2006 年の秋季以降低下傾向であったが、春

季において 8.4mg-As/L（前回：1.9mg-As/L）と上昇し、夏季にはさらに 13.0 mg-As/L となってい

る。No.39 の深度 20ｍも高濃度を示した時期もあったが 2006 年春季から 0.2 mg-As/L 前後で安定

していたが夏季において 6.5 mg-As/L と増加している。 
グランド北西角の No.27 の深度 30ｍにおける濃度の推移はこの１年、1.2⇒0.59⇒1.2⇒2.1⇒0.76

⇒0.95mg-As/L となり、変動はあるものの 1 回の観測で 10 倍を超えるような著しい濃度変動は確認

されない。 
2008 冬季と 2008 春季のいずれかで 10mg-As/L を超える濃度を示した、A 井戸の南東～南南東 20

ｍにある No68 および No69 の深度 30ｍでは、1.1mg-As/L、0.21mg-As/L と濃度が低下している。 
 

２）掘削調査地点付近 

①ＤＰＡＡ濃度変化（図－１５） 

掘削調査地点内では、2006 年春から、掘削調査以前に設置していた観測孔と同様の場所で新たに

観測孔を設置し、有機ヒ素を分析している。 
また、掘削調査地点の北側の No.182 孔の代替として、シミュレーション等から得られた汚染経路
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と考えられる箇所に、深度別のモニタリング孔を新設している（F-13～F-15）。掘削調査地点の各点

の濃度は、これまで同様、浅層部（10ｍ）の濃度が高く、深部（30ｍ）の濃度が低い傾向にある。 

ただ深度 10ｍの濃度はゆるやかではあるが低下傾向にある。コンクリート様塊があった No.124
（F-2,3,4）の深度 20ｍでは、2008 年冬まで 10.0mg-As/L 以上であったが、6～7mg-As/L となってい

る。一方、同じ掘削調査地点にある No.83(F-10,11,12)では深度 20ｍで 13.0mg-As/L（春季）、

15.0mg-As/L（夏季）となり、高濃度で推移している。 

掘削調査地点北側のF-13～F-15では、深度20ｍの濃度が最も高く、4.9mg-As/L（春季）、2.9 mg-As/L

（夏季）となっており、次に深度 30ｍが 0.47mg-As/L（春季）、2.1 mg-As/L（夏季）と増加してい

る。10ｍについては 0.015mg-As/L 程度でほとんど変化は見られない。 
 

 

３）Ｂ地区について 

①春季ＤＰＡＡ汚染状況（図－１６、１８） 

これまでと同様、汚染域に大きな違いはなく、汚染は深度 30ｍを主体としている。B 地区中心を

境に、南側の観測孔の浅層部の濃度が総じて上昇している。 
B 地区の深度 30ｍで高濃度を示したのは、B 地区から東南東に約 160ｍ離れた No.195 で

0.29mg-As/L（前回 0.25 mg-As/L）である。B 地区中心部では西に約 50ｍの No.173 の 0.28mg-As/L
（前回：0.19mg-As/L）であり、20ｍで 0.2 mg-As/L、30ｍで 0.19 mg-As/L とＤＰＡＡが検出され

た。 
深度 10ｍで高濃度を示したのは、中心から西に約 15ｍの No.166 の 0.19 mg-As/L（前回

0.28mg-As/L）である。 
 

  ②夏季ＤＰＡＡ汚染状況（図－１７、１８） 

これまでと同様、汚染は深度 30ｍを主体としている。 
深度 10ｍについて、2008 年夏季では汚染はほとんど見られず、B 地区中心から西に約 15ｍ離れた

No.166 地点の 0.005mg-As/L（前回 0.19mg-As/L）のみであった。 
No.195 では、春季に 0.29mg-As/L（前回 0.25 mg-As/L）を示したが、夏季においてＮＤとなって

いる。深度 30ｍで高濃度を示したのは、B 地区から北東に約 50ｍ離れた No.164 で 0.24mg-As/L（前

回 0.31 mg-As/L）である。深度 30ｍの汚染分布は、B 地区中心部に集中している。No.173 の

0.28mg-As/L（前回：0.19mg-As/L）が、夏季においてはそれぞれ 0.005、0.002、0.15 mg-As/L と

低下している。 
 

  

４）ＡＢトラックについて 

①春季ＤＰＡＡ汚染状況（図－１９） 

A、B 地区以外のＡＢトラック内では、これまで同様深度 30ｍで帯状に分布する汚染が主体とな

る。最も高濃度を示したのは、A 井戸と B 地区の中央付近にある No.56 の深度 20ｍと 30ｍでそれ

ぞれ 0.11 mg-As/ L（前回深度 20ｍ：0.002mg-As/L、深度 30ｍ：0.054mg-As/L）である。 
AB 間の深度 10ｍはすべて、ND であった。 
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  ②夏季ＤＰＡＡ汚染状況（図－２０） 

夏季においてもこれまで同様深度 30ｍで帯状に分布する汚染が主体となるものの、0.1mg-As/L を

超える濃度は見られず、比較的低濃度である。最も高濃度を示したのは、A 井戸と B 地区のほぼ中

央付近にある No.177 の深度 30ｍで、0.043 mg-As/ L（前回：0.06mg-As/L）である。 
AB 間の深度 10ｍ、深度 20ｍはすべて ND であった。 
なお、春季において高濃度を示した No.56 は、深度 20ｍ、30ｍで、いずれも ND となっている。 

 

５）ＡＢトラックの外縁部について（図－２１） 

   春季においては、これまで比較的高濃度の汚染が確認され続けている M-20 は、深度 30ｍで

0.35mg-As/L（前回：0.27mg-As/L）であった。 
常陸利根川に近い地域では、前回検出された同じ箇所の M-25、M-27、M-29 で引き続き低濃度の

汚染が確認された。 
また、前回と前々回にも汚染が確認された M-20 の北側の M-18 において、今回 0.002～

0.04mg-As/L が検出された。さらに M-3、M-20、M-18 の汚染の外縁と想定される M-3 の北側に新

たに設置した M-41 では、深度 20～40ｍにおいて 0.036～0.042mg-As/L の汚染が確認された。なお

深度 10ｍでは 0.004mg-As/L である。 
 

夏季においては、これまで比較的高濃度の汚染が確認され続けている M-20 は、深度 30ｍで

0.36mg-As/L（前回：0.35mg-As/L）とほとんど変化は見られない。 
また、低濃度の汚染が確認された M-25、M-27 は上昇傾向にあり、春季に僅かに検出された M29

は、ＮＤであった。今回 M-26 では初めて微量の DPAA を確認した。 
低濃度の汚染が確認された M-20 の北側の M-18 と M-19 においては、M-19 の深度 30ｍ

（0.001mg-As/L）のみであるのに対し、M-18 では深度 10～30ｍの採取全深度において 0.002～
0.006mg-As/L の DPAA が確認されている。さらに M-3、M-18、M-20 の汚染の外縁と想定される

M-3 の北側に新たに設置した M-41 では、前回に引き続き汚染が確認され、0.044～0.071mg-As/L
と、南西地域ではM-20に次いで高い濃度となっている。春季のモニタリングにおいてM-41でDPAA
が検出されたことを受けて新たに M-45、M-46（いずれも深度 50ｍ）を設置したが、夏季に M46
において深度 20m で 0.031 mg-As/L、30m で 0.011 mg-As/L、40m で 0.003 mg-As/L の DPAA を

検出した。 
また、Ａ井戸上流側の M-14 の深度 30ｍ、M-15 の深度 10ｍにおいて、それぞれ 0.002 mg-As/L

が検出された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  


